
「男性は仕事、 女性は家庭」

という考え方を持っている方はいませんか。

　３月８日は 「国際女性デー」。

この日は女性の社会参加と地位

の向上、 男女共同参画について

考える日として、 国連により定

められました。 全ての女性が自

分らしく活躍できる社会を目指し

て、 今月の特集では男女共同参

画の視点から男女における現状

の課題や解決策、 また実際に社

会で活躍している女性にスポット

ライトを当てて紹介します。
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特集

「ジェンダー・ギャップ
指数」について

主な政策について

職場におけるアンコンシャス・バイアスの一例

・女性は男性のサポートに回るべきだ
・男性は育児休業を取るべきではない
・ 仕事より育児を優先する男性は仕事へ
のやる気がない

・営業職は男性の仕事だ
・ 女性社員の昇格や管理職への登用のた
めの教育や訓練は必要ない

　女性の労働力率は、子育て期である30～ 40歳代に一度低下
し、その後50歳代で再び上昇する傾向があります(M字カーブ)。
この流れは一般的ですが、行田市の場合、子育て世代の就業率
が全国平均を大きく下回ることがないという特徴があります。
本市の女性が多くの年齢層で「働くこと」を選択しているとい
う事実は、地域社会の活力を支える大きな要素となっています。

年齢別労働力率

就業形態別労働者割合

　多くの女性が働いているという点は地域の大きな強みですが、
その大半がパートタイムや契約社員といった非正規雇用として
就業しており、収入の安定性やキャリア形成の観点で課題が残
ります。
　こうした現状の背景には、正規雇用で働くための勤務形態や、
育児や介護と仕事を両立しやすい環境が十分に整備されていな
いことがあると考えられます。これらを改善するには、行政の
支援だけでなく、企業の取り組みも重要です。これからは、女
性が働きやすい環境づくりに成功している企業の取り組みに注
目し、地域全体で改善していくことが求められています。

働く女性
行田市の現状は？

場
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
職
場
で
あ
れ
ば
、
「
性
別
で
得
意
・
不

得
意
な
ど
を
判
断
し
て
、
そ
の
人
に
任
せ
る
仕
事
や
役
割
を
決
め
る
」、

「
子
育
て
中
の
女
性
に
は
重
要
な
仕
事
を
打
診
し
な
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
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ン
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シ
ャ
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バ
イ
ア
ス
は
、

多
様
性
を
妨
げ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

人
間
関
係
の
悪
化
の
原
因
な
ど
、

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が

自
分
で
考
え
て
い
る

「
常
識
」
が

本
当
に
正
し
い
も
の
か
考
え
、
「
常

識
」
は
不
変
で
は
な
い
こ
と
を
意

識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
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